
定時制 生徒支援部 
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令和５年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                 岐阜県立飛騨高山高等学校定時制課程 学校番号 5809 

Ⅰ 自己評価 

１ 学校教育目標 

（１）「快活」「友愛」「創造」を校訓とし、心身ともに健やかで、より豊かな人間性と「生きる力」を

備えた生徒の育成を目指す。 

（２）社会への貢献や地域の発展に寄与できる人材育成を目指し、社会人としての一般教養を身に付けさ

せるとともに、創造性にあふれ、明朗快活で心豊かな人間性を養う。 

２ スクール・ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『生徒をどう育てるか』 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

『どんな生徒を待っているか』  

アドミッション・ポリシー（ＡＰ）  

・豊かな思考力と適切な判断力を

身に付け、課題解決のため周囲

と共同できる生徒 

・互いの人格を尊重し、意見を交

流しながら、自らの役割と責任

感を果たせる生徒 

・郷土を愛し、地域の発展のため

に、地域や社会の構成員として

貢献できる生徒 

・課題の発見、解決能力を伸長す

るための「主体的・対話的で深

い学び」・「探究的な学び」の

推進 

・ＩＣＴを積極活用した教科指導

・探究的な学びでの、コミュニ

ケーション能力と情報発信力の

育成 

・生徒の個性や長所、自己肯定感

を伸長するためのカリキュラム

編成と個に応じた細やかな指導

の実施 

・向上心と、多様性を尊重する姿

勢を持ち、周囲と協働しながら

主体的に学ぶ意欲を持つ生徒 

・自らの目標や希望を実現するた

めに、主体的に学ぶ意欲のある

生徒 

・生徒会活動や学校行事などに自

主的、主体的に参加し、より良

い学校や人間関係を築いていく

意欲のある生徒 

 

３ 評価する領域・分野 ◇ 生徒指導（教育相談）・特別活動・保健管理 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

・＜生徒＞「本校では、人間としての基本的なモラルやマナーを身に付け
させようと努めている。」        （肯定的評価９７.３％） 

・＜保護者＞「学校は、個々の生徒の相談に丁寧に応じている。」 

（肯定的評価８９.７％） 

５ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・あらゆる学習活動及び特別活動を通して、生徒の主体性を育み、自己肯
定感を高めるように努める。 

・自他の人格と生命を尊重し、健全な人間関係を築かせるとともに、社会
性の育成に努める。 

６ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・生徒指導上の課題に対しては、管理職の指導の下、担任、教科担任、
養護教諭からの情報を生徒指導主事がとりまとめた上で取り組む。 

・育成を目指す資質・能力について、教科等横断的な視点で取り組む。 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
（１）全職員による多面的な生徒理解に努め、個性

を尊重するとともに、各種講話や授業を通じ
て規範意識の向上を促す。 

 
（２）学校行事・部活動・生徒会活動の活性化を図

り、生徒が主体的に活動できる場の提供に努
める。 

 

（３）全ての教師があらゆる機会をとらえて生徒一

人一人を理解し、生徒の日常の僅かな変化を

捉え、積極的な教育相談に努めるとともに、

いじめの早期発見・早期対応につなげる。 

（１）生徒及び保護者を対象とするアンケート 
   学校生活に関するアンケート 
 
（２）学校行事・生徒会活動の振り返り 
   部活動加入者数及び活動状況・大会成績 
 

（３）各種講話の振り返り及びアンケート 

 

 

 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 
・各種懇談（年５回）や学校生活アンケート（年

７回）、心のアンケート（年４回）を実施し、
生徒の実態把握に努めた。 

・外部講師による講話を年間３回「情報モラル」
「SOSの出し方」、「薬物講話」を実施した。 

 

① 居心地度の経年比較 
    
② 講話終了後の感想などが前向

きで肯定的なものであるか。 
    

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 



定時制 生徒支援部 

・文化祭等の行事を生徒が中心となり、主体的に
活動できる機会を設けた。 

・職員会議や毎日の夕会、更には１日を振り返る
中で教員間での情報共有を行った。 

③ 生徒会活動や学校行事を通じ
て成長は見られたか。   

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

12 
成
果
・ 

課
題 

○年３回実施した外部講師による講話における生徒たちの感想は、大半が前向き
なものであり、社会性の育成につながっている。 

○懇談や学校生活アンケート、心のアンケートを活用して、早期に生徒の困り感
などを把握し、対応することができた。さらに必要に応じて、スクールカウン
セラーやスクールソーシャルワーカー等の専門家の助言を受けることで、積極
的な教育相談を行うことができた。 

〇生徒の多くは、学校行事等において、与えられたテーマに対して積極的に取り
組む姿勢が身に付いている。また生徒が主体的に計画し、判断し、行動する力
が身に付いてきており、生徒会活動が活発になっている。 

▲欠席過多になる生徒の割合が増加傾向にある。欠席が増えることで学習の遅れ
に繋がっているため、改善に向けて原因を探り究明し、改善に向けてさらなる
生徒理解と支援をしていく。 

 
 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
・生徒会活動においては、行事の企画・運営が生徒主導で行われ、学校生活のあらゆる場面で、生徒
の意見がより多く反映されるよう、教員が支援する。ルールやモラルに関する指導も、教員主体で
はなく生徒が主体的に関わる場面を多く設ける。生徒会役員等が率先して動き、働きかけ、全校生
徒の見本となることで、全ての生徒が進んで自らを律することのできる体制を確立する。 

・個々に多様な課題を抱える生徒が多い本校定時制では、より教育相談的機能を充実させなければな
らない。そのために、すべての教師があらゆる機会をとらえて生徒一人一人を理解し、生徒の日常
の僅かな変化を捉え、積極的な教育相談に努めるとともに、外部機関との連携により専門的知識に
基づいた支援を行っていく。 

 

Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：令和６年１月２６日 

 
【意見・要望・評価等】 
・生徒への指導の在り方を良く振り返り、生徒の声を聴く指導を行っていってほしい。 
・中学校の時はあまり登校できなかったこともあり当初は不安もあったが、高校ではほとんど毎日登校
することができ、先生方の指導に感謝する。 

・次の世代の生徒たちにも、これまでと変わらぬ支援や指導をしてほしい。 
 

 

 


